※受付番号＿＿＿＿＿＿
筑波大学 計算科学研究センター
2023年度一般利用申請書
申請日　2023年　　月　　日

1. 申請・申請代表者に関する情報

	研究課題名
	

	申請代表者氏名
ローマ字
	


	所属・職
	

	連絡先住所
Tel / Fax
Email
	



	継続利用の場合
	Cygnus前年度プロジェクト名
	

	新規申請の場合
	Pegasus/Cygnus代表者希望ユーザ名
（英数字小文字10文字以内）
	第一希望：
第二希望：

	
	Pegasus/Cygnus希望プロジェクト名
（英数字大文字8文字以内）
	第一希望：
第二希望：


（注）
· Pegasus/Cygnusの新規申請については、ユーザ名・プロジェクトコードは希望を優先して決定しますが、必ず保証されるものではありません。一般利用として初めての申請であっても、学際共同利用等で既にアカウントを持っている場合は、そのユーザ名を記入してください。
· Wisteria-Oについてはユーザ名・プロジェクト名の指定はできません。

2. 計算機利用に関する情報
Wisteria-O
	利用ノード・期間積
	　　 [ノード時間] 

	追加ストレージ容量
	    [TB] ×   [月]

	利用料金
	円　　　　　　　　　　　　　　


Pegasus
	利用ノード・期間積
	　　 [ノード時間] 

	追加ストレージ容量
	    [TB] ×   [月]

	利用料金
	円　　　　　　　　　　　　　　


Cygnus
	利用ノード・期間積
	　　 [ノード時間] 

	追加ストレージ容量
	    [TB] ×   [月]

	利用料金
	円　　　　　　　　　　　　　　



（注）
· 追加ストレージ容量が利用期間中で一定ではない場合は「利用に際しての要望」欄に記載して下さい。
· Wisteria-Oについては、720ノード時間単位で指定してください。720ノード時間は7,500円です。ストレージは2 TBが利用可能です。これを超える場合は1 TB/月あたり540円となります。
· Pegasusについては、500ノード時間単位で指定してください。500ノード時間は25,000円です。500ノード時間につき2.5 TBのストレージ容量が利用可能です。これを超える場合は1 TB/月あたり200円となります。
· Cygnusについては、500ノード時間単位で指定してください。500ノード時間は20,000円です。500ノード時間につき1 TBのストレージ容量が利用可能です。これを超える場合は1 TB/月あたり200円となります。
· ノード時間がバジェットとなりますが3月末までに消費できなかったバジェットの繰越しや、そのことを理由とする予算の返却は一切応じられません。また、Cygnusについては実際のバジェットの消費にはジョブ毎の並列度係数がかかります。


	利用目的・研究内容（複数システムを利用し、それぞれに目的が異なる場合は個別にお書き下さい）：



	利用に際しての要望（特殊な並列度の利用、登録ユーザ数、ファイル容量使用の希望など）：




（必要に応じて欄の大きさを拡大しても構いません）
